
スキルシートでの評価って 
実際どうなの

知財部を立ち上げた経験から 
URAを見てみる

<(_ _)>
「URAの評価について考える」というざくっとしたテーマで 
議論を始めた結果、話が散らかりまくり、内容をまとめようとする程に 
まったくおもしろくない感じになってしまい、まとめる気がおきませんでした。

なので 
!

議論の中で出た会話の一部をそのまま紹介します。以下、お品書き。 
（各テーマに関する資料が別にあるので、興味あればそちらをご覧ください）

URAの複雑な人間模様 URAの立ち位置と業務内容を 
整理するマップを書いてみようか

今回の配布資料PDFを送付希望の方、今後の議論に参加したい方、下記までご連絡ください。 
ura-chat-hyouka@googlegroups.com

URAスキルシート使って 
評価受けた人いるんですか？

わたし、前の大学で 
評価される側で使いましたよ

使ってみた感想としては…

URAスキル標準って 
アウトソースの項目無いんですね

企業で働いていた頃に知財部を立ち上げた経験を持つ 
メンバーがふと思ったこと別々の大学に所属しているメンバーの会話

知財部門もURAも、 
「センセイ」と仕事するんです

スキル標準からこぼれてるものって 
いろいろありますよね

これまで関わったプロジェクトを振り返って

政策・戦略寄り
事務寄り

純粋研究寄り

研究者寄り

時間軸（プレ～ポスト）

議論を整理する軸として出された話

山田 光利(Smips 研究現場の知財分科会)　栗谷 尚子(京都大学 先端医工学研究ユニット)　原田 隆(東京工業大学 情報生命博士教育院) 
山田 朗(愛媛大学 先端研究・学術推進機構 教育研究高度化支援室)　五十畑 浩平(香川大学 研究戦略室）

また新しい職が 
できたらしいよ

職務の切り分け無しに 
現場に投入…

似た仕事を以前から 
やっている人との関係…

使える？ 
使われる？

URAと研究者の 
関係はどうあるべきか

研究者と本当の 
協働関係を築くには…
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